
1. JICA長期研修員向け特別プログラム

時 期：2019年8月19日（月）～8月23日（金）
参加者：JICA道路アセットマネジメント長期研修員8名（北海道大学、東京大学、

金沢工業大学、岐阜大学、長崎大学）＋東京大学長井研究室所属留学生4名

研修の到達目標
日本国内における道路アセットマネジメント定着に向けた取組状況・研究開発状況

の理解や点検データを活用した予算計画策定・健全度推移予測手法の理解・習得を通
じて、自国の道路アセットマネジメントの定着に向けて必要な対応策や改善策が策定
される。
期待される成果
• 日本の道路資産の現状、課題・問題点、維持管理の取組の理解・習得を通じて、出

身国の実情に即した実践的な知識･経験を習得すること。
• 研修員が本邦の研究者及び関連諸機関との間で将来の活動に貢献するネットワーク

を構築すること。
研修内容
• 日本のインフラの現状、コンクリート構造物・鋼構造物の特徴と損傷、インフラ構

造物のマネジメントの考え方に関する講義（東京大学/名古屋大学/岐阜大学）
• 産学官の取組視察

道路管理者：高速道路・国道等の維持管理・補修技術、点検管理の取組、点検・
維持補修基準の整備、技術者育成

大学/民間：先端道路管理技術の研究・開発、橋梁・舗装補修技術、技術者育成

1



特別プログラム日程（2019.8.19～23）



No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

技術 橋梁点検ロボットカメラ 橋梁点検支援ロボット ドローン点検 内部鋼材破断検知 移動計測車両

開発者 三井住友建設㈱ ジビル調査設計㈱ ㈱日立システムズ コニカミノルタ㈱ ㈱パスコ

機材

内容
近接目視困難箇所の

ひび割れ幅測定の実施

橋梁点検者が利用できない橋

梁の近接目視点検の支援

ドローンによる空撮及び

橋梁外観の３Ｄ作成

磁気ストリーム法による

内部鋼材の健全度調査

道路空間情報を計測、詳細な

道路３次元基盤データの整備

特別プログラム活動事例
“日本の先端技術を活用した各務原大橋での橋梁点検デモンストレーション“
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橋梁点検ロボット
カメラ実装状況
三井住友建設㈱
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橋梁点検支援
ロボット実装状況
ジビル調査設計㈱
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ドローン点検
実装状況

㈱日立システムズ
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内部鋼材破断検知
技術実装状況

コニカミノルタ㈱
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モービルマッピング
システム技術紹介

㈱パスコ


